
次
い
で
母
の
病
に
凶
っ
て
郷
に
郎

b
、
見
政
十
二
年

家
を
嗣
子
換
に
銭
。
、文
随
分
知
と
椋
せ
し
め
、
己
は

豹
阿
捕
と
改
め
、
文
化
十
年
五
月
十
八
日
七
十
二
践

を
以
て
裂
し
た
。
接
、
取
を
好
み
時
賦
や
-能
〈

L
、

間
拘
A
H
H

源
の
簡
を
描
き
、
諸
技
逝
ぜ
ざ
る
所
な
か
っ

た
。
随
分
野
十
ご
仰
の
治
前
が
あ
る
。

ツ
ダ
ヨ
シ
hmダ

津
田
義
忠

4
ッ
〆
マ
サ
カ
ツ

件
"
が
口
川

r
L
K
M
O

主

1
I
H

ツ
ダ
ヨ
シ
タ
ツ

津
田
義
辰

沼
務
内
記
・求
応
。

正
忠
の
二
子
。
前
回
綱
紀
に
仕
へ
て
五
百
石
を
賜
は

り
、
交
の
夜
後
其
の
織
を
怠
L
、
配
分
知
千
石
を
受

け
、
冗
文
以
後
潟
廻
組
又
は
大
小
将
純
に
列
L
、
先

弓…

m・大
小
将
碩
・
M
m
麹
甑
に
単
川
越
L
た
。
元
験
中
飛

岡
剛
一
一
向
山
に
穂
役

L
、
十
ご
年
三
且
六
日
夜
。

ツ
ダ
ヨ
シ
ヤ
ス

津
田
夏

底

辺

裕
平
山
太
郎

・
新

磁
・平
兵
衛
。
亭
保
十
七
年
父
際
兵
術
の
也
知
二
百

石
脅
受
け
、
安
永
二
年
百
抗
十
石
を
加
へ

、
前
聞
軍

政
御
抱
守
か
ら
定
番
聞
に
去
り
、
流
政
六
年
正
且
致

仕
し
て
治
闘
と
鋭
し
、
料
三
百
石
を
受
け
た
。

ツ
チ
イ
ン
都
智
院
割
引
咋
部
に
在
っ
た
。
和
名

抄
所
純
都
留
郷
の
地
で
、
承
久
=
一
年
住
泌
の
能
E
H
閥

川
敏
目
録
に
は
、『
都
留
院
、
丸
町
七
段
近
、
間
四
治
元

年
同
幌
設
回
定
』
と
見
え
る
。
但
し
建
治
は
承
久
以
後

で
あ
る
か
ら
、
原
本
の
税
制
叫
で
あ
ら
う
。

ツ
チ
カ
ハ
土
川

鹿
島
郡
盟
問
保
に
印
刷
す
る
部

務
。
明
治
二
十
年
隣
邑
萩
墜
を
併
合
し
た
。

ツ
チ
カ
ハ
ヨ
ケ
土
川
除

改
作
所
笥
担
に
、『享

保
六
年
七
且
什
二
日
石
川
郡
問
弁
村
領
土
川
除
之
上

地
桜
之
前
に
喧
時
十
有
之
云
々
』
と
あ
る
。
延
賃
金
期

闘
に
限
川
の
川
上
な
る
堤
防
を
石
川
除
叉
は
土
川
除

と
担
す
る
か
ら
、
石
を
以
て
問
叫
ん
だ
の
を
石
川
除
、

土
を
以
て
獄
ん
だ
の
を
土
川
除
と
い
う
た
の
で
あ
ら

，、
。

ツ
タ
l

ツ
チ

ツ
チ
ゴ
ウ

都
知
郷
刑
制
咋
梢
の
市
郷
告
。
和
名

抄
に
都
知
と
訓
ず
る
。
後
間
土
問
庄
と
い
ふ
も
の
是

に
鉱
石
。

ツ
チ
コ
パ
ラ
土
子
原

別

出

制
一
泊
う
庄
に
凪
す

る
部
首
問
。

ツ
チ
シ
ョ
ウ
ヅ
土
宝
吾
川
本
制
川
市
余
浦
郷
に
印

す
る
郎
訴
。
元
政
十
二
年
の
引
目
上
に
、
土
問
水
村
は

冗
文
六
年
よ
り
新
聞
し
新
村
守
カ
て
た
と
あ
る
。
し

か
し
三
郎
記
に
は
、
正
保
三
年
牢
入
問
中
向
日
兵
衛
小

松
に
言
上
し
、
寺
禄
村
の
石
ぬ
よ
り
川
を
制
上
げ
、

土
清
水
の
山
阪
を
廻
し
‘
午
坂
の
上
野
と
土
清
水
野

と
を
問
地
に
開
裂
せ
し
め
た
と
し
て
ゐ
る
。

ツ
チ
シ
ョ
ウ
ヅ
エ
ン
シ
ョ
ウ
グ
ラ
土
清
水
焔
硝

倉

J
エ
ン
シ
ョ
ウ
セ
イ
ゾ
ウ
シ
ヨ
熔
耐
製
諮
問
問
。

ツ
チ
シ
ョ
ウ
ヅ
ソ
パ
土
清
水
蕃
夢
.
石
川
榔
土

消
水
は
税
容
を
名
産
と
し
た
。
伐
何
十
三
年
の
溺
訟

に
、
『
務
袋
、
土
清
水
村
』
と
あ
る
。

ツ
チ
ダ
ウ
ヂ
土
田
氏

能
積
の
土
張
。
加
平
時

袋
杷
サ
九
に
、

『
木
市
u
は
組
後
凶
附
を
京
て
魁
巾
へ

入
、
附
々
軍
兵
馳
集
て
木
品
u
に
加
る
。
能
B
W
附
に
は

土
問
・間開
・日
位
一
E
hk
等
怠
け
り
。
』
点
和
二
年
間
九
且

得
問
蛍
名
の
抵
忠
献
に
、『魁
巾
凶
凶
従
錦
町
治
井
上

宮
内
機
少
納
俊
病
以
下
、
成
永
四
年
二
月
七
日
緊
図

詰
凶
守
腿
吉
見
大
山
棋
大
輔
殿
御
手
A
Y
波
町
位
巾
凶
、

於
所
々
致
数
ケ
度
軍
忠
之
線
、
一
山
侍
所
長
井
桜
内
左

衛
門
尉
土
問
十
郎
右
衛
門
尉
見
知
制
。
』と
見
え
る
。

叉
土
問
庄
館
村
領
に
在
る
館
跡
を
、
越
殺
到
三
州
志

故
櫨
考
に
、
土
削
民
部
が
臨
た
が
そ
の
併
は
知
ら
れ

ぬ
と
も
あ
る
。

ツ
チ
ダ
サ
ク
エ
モ
ン
土
田
作
右
衛
門
初
め
前

回
安
防
に
仕
へ

、
後
前
倒
利
uM
に
約
じ
て
百
五
十
石

を
領
し
た
。
子
係
相
続
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ツ
チ
ダ
シ
ョ
ウ
土
阻
庄

羽
咋
加
に
在
っ
た
。

和
名
抄
郎
総
都
知
郷
町
地
で
あ
る
。
同時永
三
年
賀
茂

榊
節
目
叫
に
土
問
庄
桃
加
と
あ
っ
て
、
賀
茂
則
前
世
領

が
あ
り
、承
久
=
一
年
住
泌
の
能
昌
明
附
間
数
目
録
に
は
、

『
土
問
刑
、
拾
六
町
七
段
六
、文
治
四
年
北
野
以
。
土

問
引
内
得
町
村
、
七
町
七
段
七
、
文
治
凶
年
立
妙
。
』

と
見
え
る
。
後
附
徳
川
村
は
土
川
庄
に
、
百
浦
村
は

加
茂
庄
に
闘
す
る
。

ツ
チ
ダ
シ
ョ
ウ
土
田
庄

羽
咋
郡
に
隠
し
、
滞

政
時
代
で
は
、
館山間
・
徳

m・印
内
・代
削
・
矢
凶
・谷

屋
・柄
引
・
似
・
二
所
宮
・
上
初
・梨
山
・
仰
木
・
中
山
・

市
，
谷
の
」
1

凹
ヶ
村
を
食
ん
で
時
た
。
そ
の
内
市
J

谷

は
新
聞
の
地
で
あ
る
。

ツ
チ
ダ
シ
ョ
ウ
カ
ミ
ム
ラ
土
田
庄
上
村

正
和

四
年
十
二
月
刑
日
沙
揃
了
用
談
献
に
『
協
青
凶
土
問

庄
上
村
字
分
云
七
ν
』貞
治
ご
年
七
且
什
九
日
治
部
大

柿
刊
誌
に
、

『
能
昌
明
閥
土
問
上
村
内
地
山
川
臓
明
。
』
と

あ
り
、
向
そ
の
他
に
も
見
え
る
。
割
引
川
郡
で
は
あ
る

が
、
今
の
何
れ
の
地
に
お
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

ツ
チ
ダ
セ
イ
ザ
エ
モ
ン
土
田
清
左
衛
門
大
山
由

寺
山
耐
士
。
純
一
二
百
石
。
滞
組
前
川
利
治
が
九
谷
金
坑

の
探
銅
桁
試
み
た
時
に
は
そ
の
総
務
行
で
あ
っ
た
。

瓜
泊
二
年
抗
イ
四
畿
を
以
て
浪
。

ツ
チ
ダ
ナ
ン
コ
ウ
土
田
南
皐
簡
は
直
諒
、
手

は
的
泊
。
南
町
帥
父
は
肌
抽
選
と
祝
し
た
。
金
剛
仰
の
人
。

、，

初
め
訟
を
稜
謹
一
酋
問
に
昼
び
、
後
初
の
胡
兆
新
民
私

淑
し
て
一
家
の
機
州
を
出
し
た
。
雨
弘
文
利
松
に
巧

み
で
、
祭
政
山
本
悲
府
に
酷
似
し
て
ゐ
た
。
傍
文
人

簡
を
も
能
〈
す
る
。
明
治
の
後
小
限
及
び
師
範
敬
脊

に
従
ひ
、
ご
十
年
=
一
月
サ
二
日
夜
。
享
年
六
十
六。

ツ
チ
生
=
土
谷

江

泊

郡
上
限
の
小
手
で
、
一

に
下
村
と
も
い
ふ
。
江
沼
芯
摘
に
、
こ
の
村
に
耐
純

閲
兵
衛
の
回
以
が
あ
り
、
間
兵
衛
は
努
吉
が
山
中
槻

浪
人
情
の
際
問
屋
政
四
百
歩
を
拝
領
し
た
と
似
へ
る

と
あ
る
。
秀
吉
の
山
巾
入
浴
の
こ
と
は
明
ら
か
で
な

い
。
土
谷
は
今
上
限
に
合
併
せ
ら
れ
た
。

ツ
チ
ダ
ノ
プ
ツ
ナ
土
田
信
績
大
型
寺
滞
士
。

袖
仲
間
伊
右
衛
門
の
二
子
、
幼
名
理
音
。
十
一
践
に
し

て
土
問
治
兵
衛
に
益
は
れ
、
総
之
助
・椴
助
・治
兵
術

と
改
め
た
。
文
化
九
年
父
致
仕
の
後
や
-m
盟
ぎ
、
誠
永

二
年
正
月
入
日
六
J
t

一
践
を
以
て
授
。
そ
の
者
に
昭
一

部
附
年
約
草
稿
が
あ
る
。

ツ
チ
ダ
フ
ス
イ
土
因

不

睦

能
接
部
小
松
の
例

入
。
沼
棋
楠
六
。
松
之
舎
と
桝
し
、
明
治
十
七
年
十

一一且

H
四
日
夜
し
た
。

ツ
チ
ト
リ
パ
土
車
場

金
剛
仰
の
町
名
。
元
職
九

年
の
地
子
町
肝
煎
獄
許
附
に
、
終
王
寺
近
所
土
取
携

と
見
え
る
。
今
い
ふ
土
取
拐
は
市
山
治
の
頃
か
ら
瓦
小

屋
の
在
っ
た
地
で
、
究
交
の
初
に
そ
の
容
が
止
ん
だ

か
ら
、
四
年
に
瓦
小
屋
跡
を
臼
に
閑
寂
し
、
そ
の
左

右
は
典
力
削
の
地
約
き
で
あ
っ
た
の
で
、
相
判
卸
と

し
て
亦
奥
力
の
屋
蚊
地
と
し
、
之
を
土
取
坊
と
樗
し

た
。
土
取
裂
は
瓦
の
土
受
取
っ
た
間
別
で
あ
る
か
ら
の

名
椴
で
あ
る
。

ツ
チ
ノ
コ
ザ
カ

槌
子
援

金
却
に
在
っ
て
、
今

の
民
坂
辻
か
ら
昧
崎
市
政
問
に
入
る
小田出
で
あ
る
。
そ

の
名
義
に
就
い
て
、
的
聞
に
似
へ
る
担
問
談
が
あ
る
が

信
じ
錐
い。

ツ
チ
ハ
シ
土
稽

羽
咋
都
邑
知
院
内
制
常
生
保
に

廊
す
る
邸
前
。

ツ
チ
ハ
シ
ト
キ
ザ
ネ
土
宿
辰
異
字
は
曽
野
、

跡
塗
と
蹴
し
た
。
館
前
の
人
。
金
線
に
楽
部
L
、
力

役
し
て
自
ら
給
し
、
設
て
浅
野
川
僑
梁
再
建
の
時
も

そ
の
航
中
に
ゐ
た
。
反
認
頗
る
綾
部
制
に
刺
刺
し
き
を
り

て
、

一
時
奥
村
術
巡

・
持
地
俗
資
等
之
に
資
給
L
、

一
幕
開
制
を
卯
反
山
下
に
結
び
て
住
せ
し
め
、
誌
に
自

ら
山
下
彼
人
と
脱
し
た
。
舵
祐
直

・
村
瀬
克
剛
山
由
せ
は

五
五
三


